
各　　　位 平成27年2月6日

問合せ先責任者 取締役上級執行役員 経理部長　　　岩田　穂

記

１．連結業績予想の修正
　　平成27年３月期通期連結業績予想値の修正 （平成26年４月１日～平成27年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円　銭

163,500 8,000 6,700 4,200 10.39

今回修正予想(Ｂ) 170,500 8,500 7,000 4,500 11.14

増減額(Ｂ－Ａ) 7,000 500 300 300

増減率（％） 4.3% 6.3% 4.5% 7.1%

（ご参考）前期実績
（平成26年３月期） 163,026 6,886 6,150 3,976 9.84

２．連結業績予想の修正の理由

以　上

 

　最近の業績動向を踏まえ、平成26年５月８日に公表いたしました平成27年３月期通期連結業績予想値を下記のとおり修正いた

しましたのでお知らせいたします。

上場会社名　　　古河機械金属株式会社      

代表者　　　　　　代表取締役社長　              宮川　尚久

（コード番号 　　　 5715）

（TEL 　　　        03-3212-7021）      

平成27年３月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ

前回発表予想(Ａ)
（平成 26年５月８日 発表）

（注）本資料に掲載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する
一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因によ
り大きく異なる可能性があります。

　通期の連結業績予想につきましては、前回（平成26年５月８日）発表の業績予想における前提を銅価6,700米ドル/トン、為替
100円/米ドルとしていましたが、直近の動向を考慮し第４四半期では銅価を5,650米ドル/トン、為替を118円/米ドルへ変更しま
した。金属部門では円安の影響等により増収となる見込みです。また、ロックドリル部門では公共工事等の活況な国内需要を背
景とする売上増、ユニック部門では国内普通トラック登録台数の伸びによるユニッククレーン出荷増が見込まれることなどから
売上高を上方修正し、それに伴い、営業利益、経常利益、当期純利益につきましても、それぞれ上方修正しています。


